
平成２４年度 政策評価書（事後の事業評価）

担当部局等名：経理装備局航空機課
評価実施時期：平成２５年１月～平成２５年３月

１ 事業名
訓練用ＥＣＭ装置Ｊ／ＡＬＱ－５の能力向上に関する開発

２ 政策体系上の位置付け
科学技術の発展への対応（研究開発の推進）

３ 事業の概要等
（１）事業の概要

電子支援訓練機ＥＣ－１に搭載し、航空警戒管制部隊等のＥＣＭ（注）への対処訓練を
的確に実施するため、地上及び機上の航空警戒管制レーダ、地対空誘導弾レーダ等に対す
る訓練用ＥＣＭ装置の能力向上を図った。

（注）Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｃｏｕｎｔｅｒ Ｍｅａｓｕｒｅｓ 敵の通信及びレーダ機
能に対する電波妨害機能

（２）所要経費
約７０億円（試作総経費）

（３）事業実施の時期
平成１４年度から平成１８年度まで試作を実施し、平成１７年度から平成２１年度まで

試験を実施した。

４ 評価のねらい
研究開発事業のうち、完了した技術開発について事後評価を実施したもの。本開発の実施

により、当初の目標が達成され、目的の技術資料等が得られたかを確認し、評価を行った。

５ 政策評価の結果
（１）必要性

航空警戒管制部隊等において、敵からのＥＣＭに的確に対処するため、電子支援訓練機
ＥＣ－１に搭載した訓練用ＥＣＭ装置を用い、地上及び機上の航空警戒管制レーダ、地対
空誘導弾レーダ等に対するＥＣＭへの対処訓練を定期的に実施している。しかしながら、
現有のＥＣＭ装置は、装備後２０年近く経過しており、その間、航空自衛隊に装備された
レーダの飛躍的な能力向上に伴って電波器材のＥＣＭ能力、ＥＣＣＭ（注）能力も向上し、
多くの電波妨害方式及び耐電波妨害機能が確立されており、複雑化する電子戦に対して現
有の訓練用ＥＣＭ装置では十分な電波妨害訓練を実施できなくなりつつある。したがって、
新しい警戒管制レーダ等の電波妨害訓練にも対応可能な性能向上を図った訓練用ＥＣＭ装
置を開発する必要があった。

（注）Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｃｏｕｎｔｅｒ Ｃｏｕｎｔｅｒ Ｍｅａｓｕｒｅｓ 電波
妨害されにくい通信及びレーダ機能

（２）効率性
既存技術、民生技術、民生部品等を活用するとともに、平成１８年度のＥＣ－１の機体

定期修理と同時に性能向上を図った訓練用ＥＣＭ装置のＥＣ－１への搭載作業を行ったこ
とにより、能力向上を図りつつ経費の低減等効率化を図ることができた。

（３）有効性
ア 得ようとした効果

次に示す要求性能に対して、目標性能を定め、試作及び試験を実施した。
（ア）半導体モジュールを用いた高効率広帯域技術
（イ）移動目標を含む多目標に対する妨害制御技術
（ウ）監視対象目標に対する精測方探技術
（エ）妨害中に、対象レーダ等の受信を可能とするための干渉波抑圧技術

イ 効果の把握の仕方
本事業の効果は、まず、技術研究本部において、技術開発実施計画書の目標性能等に



基づいて設計された試作品の機能・性能が設計に適合するか否かを確認するため、設計
条件の下で技術試験を実施することにより把握した。
続いて、航空自衛隊において、技術試験で機能・性能が担保された試作品が自衛隊の

装備品として使用目的に適合するか否かを確認するため、実運用シナリオに基づく環境
下で隊員が操作及び判断を行う実用試験を実施することにより効果を把握した。

ウ 達成された効果
本開発の成果から、航空自衛隊に装備された新型のレーダに対する使用周波数の広帯

域化、送信電波の出力の向上等に関して、機能・性能を満足することが確認できた。
その結果、現有装備の後継として、能力向上を図った訓練用ＥＣＭ装置を配備するこ

とにより、新型のレーダに対するＥＣＭ対処訓練を将来にわたって実施することが可能
となった。
主要な実用試験結果の概要は下表のとおり。

主 要 な 要 求 性 能 評 価 要 領 試験結果

目標レーダ 飛行試験において、実装備品である目標レーダに対して妨害送
○

信を行い、レーダオペレータが妨害状況下のレーダスコープを用

い、妨害効果を確認

探知識別能力 探知識別機能 受信した電波の諸元と、あらかじめ電波諸元を設定したレーダ
○

目標テーブルを照合し、目標レーダを識別できることを確認

追尾機能 飛行試験において、旋回中に継続的に探知識別ができることを
○

確認

妨害能力 妨害機能 妨害方式及び妨害変調方式の波形が、機上から送信されている
○

ことを地上及び飛行試験で確認

妨害性能 飛行試験において、受信評価装置を用い、周波数範囲、有効放

射電力及び周波数合致精度を確認
○

地上試験及び飛行試験において、複数の目標に対して妨害でき

ることを確認

妨害制御機能 動作モード 飛行試験において、目標レーダを自動で探知及び追尾した後、
○

指定した目標レーダに妨害を実施し、受信評価装置で妨害出力を

確認

表示機能 飛行試験において、目標レーダの各諸元及び妨害波の状況を瞬
○

時に、かつ、同時に表示できることを確認

６ 課題、問題点等への対応
（１）課題、問題点等

平成２０年度の地上試験においてＥＣ－１へ搭載した訓練用ＥＣＭ装置に不具合を生
じ、試験を中断した。

（２）要因分析
原因究明を行ったところ、訓練用ＥＣＭ装置周辺へ雨水が浸入したため当該装置に不具

合を生じたことが判明した。

（３）改善事項とその有効性
訓練用ＥＣＭ装置周辺への雨水の浸入対策及び不具合を生じた当該装置の復旧作業を行

い、試験を再開した。なお、当該問題点等への対応のため開発期間を１年間延長し、開発
完了年度を平成２０年度から平成２１年度に変更した。

７ 総合的評価
本開発結果として、現有の装備品から使用周波数の広帯域化、送信電波の出力の向上等を

実現し、訓練用ＥＣＭ装置Ｊ／ＡＬＱ－５の能力向上を完了した。
なお、平成２２年度に実施された装備審査会議において、装備品等の技術研究開発に関す



る訓令（防衛庁訓令第２５号）に基づき、航空幕僚監部から実用試験成果報告がなされ、防
衛省研究開発評価実施要領に示された、実用試験における要求性能の達成度及び部隊におけ
る実用性に関する観点を含む審議を行った結果、「航空自衛隊の要求性能を満足し、部隊の
使用に供し得ると認める。名称は、「Ｊ/ＡＬＱ－５改」とすることが妥当である。」旨答申
された。

８ 政策等への反映の方向性
総合的評価を踏まえ、現有の訓練用ＥＣＭ装置の後継として、Ｊ／ＡＬＱ－５改の運用を

平成２３年度から実施している。

９ その他の参考情報
運用構想図及び開発線表


